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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 18日 (2005.11.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｖ ： ０ ． ０ １ ～ ０ ． １ ５ ％
　 Ｖ は Ｓ ｉ と 並 ん で 、 本 発 明 に お い て 重 要 な 役 割 を 果 た し 、 非 硬 化 部 の 疲 労 強 度 の 向 上 と
被 削 性 の 向 上 に 寄 与 す る 元 素 で あ る 。 Ｖ 添 加 に よ り 、 組 織 中 の 最 弱 部 で あ る 初 析 フ ェ ラ イ
ト が Ｖ Ｃ の 析 出 硬 化 に よ り 強 化 さ れ 、 疲 労 強 度 が 向 上 す る 。 ま た 、 Ｖ 添 加 よ り 生 成 す る Ｖ
Ｎ を 核 と し て 初 析 フ ェ ラ イ ト が 安 定 し て 球 状 に 析 出 し 、 被 削 性 を 大 幅 に 向 上 さ せ る 。 Ｃ ：

で は Ｖ の 添 加 に か か わ ら ず 、 初 析 フ ェ ラ イ ト が 層 状 で あ っ て も 十 分 な 量 析
出 す る た め 、 Ｖ 添 加 に よ る 被 削 性 向 上 効 果 は ほ と ん ど 無 い 。 一 方 、 Ｃ ： 以 上 で
は Ｖ を 添 加 し て も 初 析 フ ェ ラ イ ト が ほ と ん ど 析 出 し な い た め 、 被 削 性 向 上 効 果 は 無 い 。 層
状 の 初 析 フ ェ ラ イ ト が わ ず か に 析 出 し 、 被 削 性 に 対 し て 不 十 分 な 領 域 で あ る Ｃ ：

の 範 囲 に お い て の み 、 Ｖ を 添 加 し 、 球 状 の 初 析 フ ェ ラ イ ト を 安 定 的
に 析 出 さ せ る こ と で 被 削 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ０ ． ７ ５ ≦ Ｃ e q ０ ． ９ ０ と す る 理 由
　 熱 間 鍛 造 後 、 温 間 鍛 造 の 硬 さ は 、 炭 素 当 量 ： Ｃ e q で 予 測 で き る 。 鍛 造 後 の 硬 さ は 高 い ほ
ど 疲 労 強 度 に は 有 利 で あ る が 、 加 工 に 対 し て は 不 利 と な る 。 本 発 明 鋼 の 範 囲 付 近 で 、 炭 素
当 量 と 熱 間 鍛 造 硬 さ の 関 係 を 実 験 に て 確 認 し た を ０ ． ７ ５ ≦ Ｃ e q ０ ． ９
０ と す る こ と で 、 非 焼 入 れ 部 の 疲 労 強 度 と 通 常 の 加 工 方 法 に よ る 加 工 性 が 両 立 で き る １ ９
． ５ ～ ２ ６ ． ５ Ｈ Ｒ Ｃ と な る 。 し た が っ て 、 こ の 炭 素 当 量 ： Ｃ e q の 範 囲 の 成 分 と す る こ と
で 、 加 工 性 と 疲 労 強 度 が 両 立 す る 鋼 を 確 実 に 得 る こ と が で き 、 特 に 加 工 工 程 中 に 熱 間 鍛 造
を 含 む 場 合 、 こ の 範 囲 と な る こ と が 多 い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

０ ． ４ ０ ％ 未 満
０ ． ５ ０ ％

０ ． ４ ０
％ 以 上 ０ ． ５ ０ ％ 未 満

と こ ろ 、 炭 素 当 量



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 の 転 が り 寿 命 試 験 （ ラ ジ ア ル 荷 重 ） の 評 価 に お け る 目 標 値 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｓ ５ ３ Ｃ に
お け る 転 が り 疲 労 寿 命 ３ ． ０ × １ ０ 7 と す る 。 本 発 明 の 鋼 の Ｎ ｏ ． １ ～ ９ は
、 い ず れ も 転 が り 疲 労 寿 命 ５ ． ０ × １ ０ 7 を 超 え て い る 。
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